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第
三
者
与
信
型
割
賦
販
売
契
約
な
ら
び
に
与
信
契
約
の
解
消
と

清
算
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き平　

　

田　
　

健　
　

治

一　

は 
じ 
め 
に

　

ド
イ
ツ
法
は
、
日
本
の
消
費
者
信
用
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
、
先
進
的
な
も
の
と
し
て
、
従
来
よ
り
多
く
の
紹
介
・
検
討
を
経
て

き
た
。
ド
イ
ツ
消
費
者
信
用
法
の
展
開
は
、
Ｅ
Ｕ
指
令
の
国
内
法
化
等
の
間
接
的
強
制
を
契
機
と
し
つ
つ
、
し
か
し
そ
れ
に
と
ど
ま
ら

な
い
展
開
を
示
し
て
き
た
。
こ
の
展
開
は
不
断
に
継
続
し
て
お
り
、
そ
れ
自
体
が
興
味
あ
る
対
象
で
あ
る
。
近
時
、
二
〇
〇
八
年
の
割

賦
販
売
法
の
改
正
に
よ
り
、
日
本
法
で
は
、
抗
弁
の
接
続
に
と
ど
ま
ら
ず
、
一
定
の
場
合
に
、
既
払
金
の
返
還
を
認
め
る
に
至
っ
た
。

こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
消
費
者
撤
回
権
の
連
動
と
は
質
量
と
も
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
契
約
関
係
解
消
後
の
清
算
問
題
を

浮
き
彫
り
に
し
た
。

　

さ
て
、
日
本
に
お
け
る
消
費
者
信
用
、
と
り
わ
け
第
三
者
与
信
型
割
賦
販
売
を
法
的
に
ど
の
よ
う
に
把
握
し
、
規
律
す
る
か
の
問
題

は
、
早
く
よ
り
、
外
国
法
の
影
響
下
で
、
論
じ
ら
れ
て
き
て
お
り
、
蓄
積
も
多
い
。
そ
の
中
で
、
ま
ず
、
抗
弁
の
接
続
が
、
割
賦
販
売

法
上
、
限
定
的
に
法
定
さ
れ
、
次
に
、
与
信
契
約
へ
の
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
権
付
与
と
い
う
形
で
、
既
払
金
返
還
請
求
に
も
、
限
定
的
で
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は
あ
る
が
、
救
済
が
法
定
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
現
在
の
状
況
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
方
向
に
歩
を
進
め
る
か
が
問
題
と
な
る
。
そ
の
問

題
状
況
は
、
前
稿
で
簡
単
に
検
討
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ド
イ
ツ
法
は
、
割
賦
法
の
時
代
か
ら
、
与
信
契
約
の
解
消
が
販
売
契
約
の
解
消
に
影
響
す
る
こ
と
を
認
め
て
き
た
が
、
販
売
契
約
か

ら
与
信
契
約
へ
の
影
響
は
、
遠
隔
販
売
法
、
一
時
居
住
権
法
に
存
在
し
た
も
の
を
、
二
〇
〇
二
年
の
民
法
現
代
化
法
で
、
民
法
典
に
取

り
込
ん
だ
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
の
結
果
、
現
在
で
は
、「
結
合
二
契
約
（verbundene V

erträge

）」
に
関
し
て
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ

フ
の
影
響
に
つ
き
、
双
方
的
連
動
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
際
の
清
算
に
関
し
て
は
、
対
価
の
販
売
者
へ
の
移
転
を
要
件
と

す
る
、
購
入
者
与
信
者
間
で
の
清
算
の
集
中
化
が
、
す
な
わ
ち
清
算
に
関
し
て
は
、
与
信
者
は
販
売
者
の
権
利
義
務
を
承
継
す
る
と
い

う
構
成
で
、
強
行
法
的
に
は
か
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
近
時
、
消
費
者
の
権
利
指
令
の
国
内
法
化
に
よ
る
改
正
が
成
立
し
、
二
〇
一
四

年
六
月
一
三
日
に
施
行
さ
れ
た
。
内
容
は
、
訪
問
販
売
指
令
と
遠
隔
販
売
指
令
の
統
合
で
あ
り
、
民
法
典
に
消
費
者
撤
回
権
の
統
一
的

規
定
（
三
五
五
─
三
六
一
条
）
を
置
き
、
基
本
規
定
（
三
五
五
条
）、
個
々
の
消
費
者
契
約
の
特
則
（
三
五
六
─
三
五
六
ｃ
条
）、
消
費

者
契
約
に
お
け
る
撤
回
の
法
律
効
果
の
修
正
（
三
五
七
─
三
五
七
ｃ
条
）、
結
合
契
約
、
関
連
契
約
の
規
律
（
三
五
八
─
三
六
〇
条
）、

半
強
行
法
的
性
質
の
規
律
（
三
六
一
条
）
を
内
容
と
す
る
。

　

他
方
、
フ
ラ
ン
ス
法
は
、
二
〇
〇
八
年
の
消
費
者
信
用
指
令
を
受
け
て
、
消
費
法
典
に
お
い
て
、
裁
判
所
に
お
け
る
主
契
約
の
無
効

化
も
し
く
は
解
除
に
よ
り
、
信
用
契
約
も
法
定
効
と
し
て
無
効
化
も
し
く
は
解
除
さ
れ
る
と
規
定
す
る
。
但
し
、
貸
主
が
訴
訟
に
参
加

し
て
い
る
か
被
告
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
限
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
貸
付
元
本
は
、
消
費
者
か
ら
貸
主
へ
、
代
金
は
、
売
主
か

ら
消
費
者
に
、
そ
れ
ぞ
れ
返
還
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
前
掲
二
〇
〇
八
年
指
令
一
五
条
二
項
は
、
売
主
の
無
資
力
に
対
処
す
る
た
め
に
、

消
費
者
が
売
主
よ
り
返
還
を
得
な
い
場
合
に
は
、
貸
主
も
同
じ
責
め
を
二
次
的
に
負
う
こ
と
を
規
定
し
て
い
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
法
は
こ

の
点
を
採
用
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
替
え
て
、
消
費
法
典
Ｌ
三
一
一
─
三
三
は
、
貸
主
の
請
求
に
よ
り
、
裁
判
所
は
、
売
主
を
、
元
本

（
2
）
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返
済
に
つ
い
て
保
証
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
う
る
、
但
し
、
主
契
約
の
無
効
化
も
し
く
は
解
除
が
売
主
の
行
為
に
由
来
す
る
場
合
で
あ

る
こ
と
を
要
件
と
す
る
、
と
規
定
し
た
。

　

こ
れ
ら
に
対
し
て
、
日
本
法
は
、
適
用
要
件
が
限
定
的
で
あ
り
、
お
お
ざ
っ
ぱ
に
言
え
ば
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
に
つ
い
て
は
、
販
売

契
約
が
特
定
商
取
引
法
の
い
ず
れ
か
の
類
型
に
該
当
す
る
場
合
で
、
与
信
契
約
も
個
別
信
用
購
入
あ
っ
せ
ん
類
型
に
該
当
す
る
必
要
が

あ
り
、
し
か
も
、
効
果
も
、
与
信
契
約
の
解
消
が
販
売
契
約
に
影
響
す
る
と
い
う
点
に
と
ど
ま
る
。
過
量
販
売
解
除
権
の
場
合
に
も
与

信
方
法
は
、
個
別
信
用
購
入
あ
っ
せ
ん
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
解
消
事
由
は
重
な
る
が
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
場
合
と
異
な

り
、
解
消
の
連
動
は
法
定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
手
当
の
た
め
の
規
定
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
取
消
権
は
、
解
消
事
由
を
ほ
ぼ

重
ね
て
い
る
が
、
解
消
の
連
動
は
し
な
い
。
三
つ
の
場
合
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
清
算
の
強
行
法
的
ル
ー
ル
が
特
商
法
の
ク
ー
リ
ン

グ
オ
フ
規
定
な
ど
と
の
連
携
の
下
に
、
法
定
さ
れ
て
い
る
が
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
場
合
の
一
部
（
与
信
契
約
の
解
消
）
を
除
き
、
解

消
の
連
動
は
定
め
て
お
ら
ず
、
個
別
に
行
使
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
規
律
の
た
め
、
不
必
要
に
複
雑
・
煩
雑
と
な
っ
て
い
る
印
象

が
否
め
な
い
。

　

近
時
、
消
費
者
契
約
法
の
改
正
を
め
ぐ
る
検
討
の
中
で
、
消
費
者
信
用
の
分
野
で
も
立
法
提
案
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
法
の
近
時
の
展
開
を
参
照
し
た
と
こ
ろ
も
多
い
と
推
測
さ
れ
る
が
、
か
な
り
抜
本
的
か
つ
大
胆
な
提
案
内
容
と
な
っ

て
い
る
。
既
存
の
法
状
況
と
の
す
り
あ
わ
せ
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
点
が
多
く
、
そ
れ
自
体
で
格
好
の
検
討
材
料
で
あ
る
が
、
他
方
で

は
、
広
範
な
提
案
の
た
め
、
と
り
わ
け
ノ
ン
オ
ン
ア
ス
方
式
に
お
け
る
対
処
に
つ
い
て
は
、
そ
の
問
題
の
喫
緊
性
を
意
識
し
つ
つ
も
同

時
に
困
難
な
問
題
の
た
め
、
将
来
の
課
題
と
し
、
本
稿
で
は
、
ド
イ
ツ
法
の
近
時
の
展
開
の
確
認
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
提
案
の
検
討
に

と
ど
め
た
い
。

　

前
稿
で
は
、
清
算
の
方
法
に
つ
い
て
の
検
討
を
し
た
が
、
本
稿
で
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
の
、
結
合
性
の
判
断
基
準
、
抗
弁
接
続
の

（
6
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意
味
を
も
対
象
と
し
た
い
。

二　

ド
イ
ツ
法
の
近
時
の
展
開

　

結
合
性
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
明
文
（
現
在
で
は
三
五
八
条
三
項
）
が
置
か
れ
、
結
合
契
約
の
定
義
が
な
さ
れ
て
き
た
。
近
時
で
は
、

さ
ら
に
、
関
連
契
約
と
い
う
名
称
の
下
に
、
結
合
性
が
存
在
し
な
く
て
も
、
一
定
の
関
連
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
、
結
合
契
約
の
規
律

の
一
部
が
準
用
さ
れ
る
（
三
六
〇
条
）。
結
果
的
に
、
両
契
約
の
法
的
効
果
の
相
互
影
響
性
を
認
め
る
要
件
と
し
て
の
結
合
性
が
さ
ら

に
緩
和
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
言
え
よ
う
。

　

抗
弁
接
続
（
三
五
九
条
）
に
関
し
て
は
、
消
費
者
の
販
売
者

0

0

0

に
対
す
る
形
成
権
行
使
と
そ
の
結
果
と
し
て
の
清
算
関
係
が
存
在
す
る

場
合
に
限
定
さ
れ
る
か
、
そ
れ
と
も
行
使
し
て
い
な
い
場
合
で
も
認
め
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
三
年
の
連
邦
裁
判
所
第
二
部
は
、

や
や
特
殊
な
事
案
で
、
否
定
し
て
い
た
第
十
一
部
に
よ
る
先
例
の
存
在
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
点
を
肯
定
し
た
。
が
、
後
に
、
第
十

一
部
が
、
無
効
の
場
合
に
の
み
不
当
利
得
返
還
請
求
権
の
接
続
を
認
め
、
よ
り
制
限
的
な
解
決
を
示
し
た
。
学
説
は
、
二
〇
〇
三
年
の

判
決
が
一
般
化
可
能
か
否
か
の
議
論
を
し
て
い
る
。

　

二
〇
〇
三
年
判
決
で
は
、
や
や
特
殊
な
事
案
（
投
資
組
合
へ
の
加
入
契
約
が
与
信
契
約
と
結
合
し
て
い
た
場
合
で
組
合
加
入
に
つ
い

て
の
説
明
義
務
違
反
も
し
く
は
詐
欺
に
も
と
づ
い
て
投
資
組
合
か
ら
の
脱
退
権
を
取
得
す
る
場
合
）
に
即
し
て
、
投
資
組
合
に
対
す
る

解
約
告
知
が
な
く
と
も
、
消
費
者
の
与
信
者
に
対
す
る
抗
弁
接
続
、
求
償
接
続
を
認
め
た
。
そ
の
要
件
と
し
て
、
民
法
上
の
組
合
か
ら

の
脱
退
と
し
て
の
解
約
告
知
の
原
因
を
与
信
者
に
通
知
し
、
自
己
の
組
合
持
分
の
引
取
を
提
供
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

学
説
で
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
判
例
を
一
般
化
で
き
る
か
否
か
の
議
論
が
あ
り
、
も
し
肯
定
す
れ
ば
、
消
費
者
と
販
売
業
者
と

の
関
係
は
、
抗
弁
接
続
と
は
区
別
さ
れ
、
抗
弁
接
続
に
よ
っ
て
、
そ
の
権
利
関
係
は
影
響
を
受
け
な
い
と
さ
れ
、
通
知
と
将
来
債
権
譲

（
7
）
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渡
と
い
う
構
成
な
い
し
理
解
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
形
成
権
行
使
前
、
し
た
が
っ
て
、

清
算
関
係
成
立
前
の
抗
弁
接
続
の
肯
定
は
、
消
費
者
の
権
利
内
容
に
複
数
の
選
択
肢
が
あ
る
場
合
、
例
え
ば
瑕
疵
担
保
責
任
な
ど
に
お

い
て
、
消
費
者
が
未
決
定
な
態
度
を
と
る
場
合
の
処
理
問
題
を
引
き
起
こ
す
。
な
お
、
抗
弁
接
続
を
越
え
て
、
消
費
者
が
与
信
者
に
対

し
て
、
販
売
者
に
対
す
る
債
権
の
履
行
を
求
め
た
り
、
相
殺
で
き
る
か
と
い
う
点
は
、
返
還
請
求
（
求
償
）
接
続
と
呼
ば
れ
る
が
、
一

時
判
例
が
こ
の
点
を
肯
定
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
結
局
は
否
定
さ
れ
、
販
売
契
約
が
無
効
な
場
合
の
利
得
返
還
請
求
接
続
と
い
う
範

囲
で
の
み
承
認
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
と
異
な
る
側
面
が
、
補
充
性
の
有
無
で
あ
る
。
売
主
へ
の
請
求
が
功
を
奏
し
な
い
こ
と
が
抗
弁
接
続
の
要
件
と
な
る
場
合
に
は

補
充
性
が
あ
る
と
い
え
る
。
ド
イ
ツ
民
法
は
早
く
か
ら
、
こ
の
補
充
性
を
原
則
と
し
て
否
定
し
、
例
外
的
に
追
完
請
求
が
問
題
と
な
る

場
合
に
の
み
認
め
て
い
る
（
ド
民
三
五
九
条
一
項
三
文
）。

三　

提
案
内
容
の
検
討

　
「「
消
費
者
契
約
法
に
関
す
る
調
査
作
業
チ
ー
ム
」
論
点
整
理
の
報
告
」（
平
成
二
五
年
八
月
）
の
第
一
一
章
（
千
葉
恵
美
子
担
当
）

（
報
告
書
一
二
九
─
一
四
三
頁
）
に
消
費
者
信
用
に
つ
い
て
の
立
法
提
案
が
な
さ
れ
て
い
る
（
以
下
、「
提
案
」
と
略
称
）。
現
代
の
問

題
状
況
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
要
約
し
、
条
文
形
式
の
提
案
に
ま
と
め
て
い
る
。
方
向
付
け
は
首
肯
で
き
る
も
の
の
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、

提
案
の
説
明
の
簡
潔
さ
な
ど
も
あ
っ
て
か
、
ま
た
消
費
者
信
用
に
限
定
し
、
販
売
契
約
を
含
め
た
全
体
の
清
算
問
題
は
対
象
外
に
し
て

い
る
た
め
か
、
理
解
し
が
た
い
部
分
を
含
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
既
に
公
表
し
て
い
る
私
見
（
基
本
的
に
は
、
個
々
の
解
消
原
因
に
由
来
す
る
要
請
を
で
き
る
だ
け
全
体
の
清
算
方
法
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
、
但
し
、
消
費
者
法
の
次
元
か
ら
来
る
考
慮
を
ど
の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
る
か
が
問
題
）
と
は
異
な
る
部
分
も
含
ん
で
い

（
11
）

（
12
）

（
13
）（

14
）
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る
。
前
稿
で
は
、
二
〇
〇
八
年
割
賦
販
売
法
の
改
正
内
容
を
ド
イ
ツ
法
の
状
況
と
比
較
し
つ
つ
検
討
し
、
そ
の
位
置
づ
け
を
試
み
た
。

　

本
報
告
書
の
は
し
が
き
に
は
、（
当
時
の
）
委
員
長
で
あ
る
河
上
正
二
氏
の
「
今
後
の
立
法
に
向
け
た
議
論
を
お
し
進
め
、
そ
の
た

た
き
台
と
な
る
こ
と
を
期
し
て
い
る
」
と
あ
る
。
本
稿
は
、
以
上
の
趣
旨
で
、
報
告
書
の
消
費
者
信
用
の
部
分
に
つ
い
て
、
前
稿
を
基

礎
に
さ
ら
に
若
干
の
検
討
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
条
文
形
式
の
提
案
を
引
用
す
る
。

第
1
条

（
1
）
消
費
者
が
、
事
業
者
（
以
下
「
供
給
者
」
と
い
う
。）
と
の
間
で
、
物
も
し
く
は
権
利
を
購
入
す
る
契
約
又
は
有
償
で
役
務
の

提
供
を
受
け
る
契
約
（
以
下
「
供
給
契
約
」
と
い
う
。）
を
締
結
し
、
供
給
者
と
は
異
な
る
事
業
者
（
以
下
、「
第
三
者
」
と
い
う
。）

の
行
為
に
よ
っ
て
、
消
費
者
が
供
給
者
に
対
し
て
負
担
す
る
代
金
債
務
が
消
滅
す
る
場
合
に
、
消
費
者
は
、
供
給
契
約
に
関
し
て
生
じ

た
事
由
を
も
っ
て
第
三
者
か
ら
の
請
求
に
対
し
て
履
行
を
拒
絶
で
き
る
。
た
だ
し
、
供
給
契
約
に
関
し
て
生
じ
た
事
由
が
、
消
費
者
が

作
出
し
た
一
方
的
事
情
に
よ
る
場
合
、
又
は
、
消
費
者
が
積
極
的
に
関
与
し
て
抗
弁
事
由
が
発
生
し
て
い
る
場
合
な
ど
、
抗
弁
事
由
の

発
生
に
つ
い
て
消
費
者
に
背
信
性
が
認
め
ら
れ
る
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

（
2
）
前
項
に
お
い
て
、
第
三
者
か
ら
の
請
求
に
対
し
て
履
行
を
拒
絶
す
る
場
合
に
は
、
消
費
者
は
、
第
三
者
に
対
し
て
、
履
行
を
拒

絶
す
る
理
由
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
3
）
第
1
項
に
反
す
る
特
約
で
あ
っ
て
、
消
費
者
に
と
っ
て
不
利
な
も
の
は
、
無
効
と
す
る
。

第
2
条

（
1
）
消
費
者
が
供
給
者
と
の
間
で
供
給
契
約
を
締
結
し
、
供
給
者
と
は
異
な
る
事
業
者
（
以
下
、「
第
三
者
」
と
い
う
。）
の
行
為
に
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よ
っ
て
、
消
費
者
が
供
給
者
に
対
し
て
負
担
す
る
代
金
債
務
が
消
滅
す
る
場
合
に
、
供
給
契
約
に
関
し
て
生
じ
た
事
由
が
当
該
契
約
の

無
効
原
因
又
は
取
消
原
因
と
な
る
事
由
で
あ
る
と
き
に
は
、
消
費
者
は
、
当
該
供
給
契
約
に
係
る
第
三
者
と
消
費
者
間
の
契
約
の
効
力

を
否
認
で
き
る
。
消
費
者
が
、
供
給
者
の
債
務
不
履
行
を
原
因
と
し
て
契
約
を
解
除
で
き
る
事
由
が
あ
る
場
合
、
又
は
、
供
給
契
約
が

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
に
よ
っ
て
申
込
み
の
撤
回
又
は
解
除
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

（
2
）
前
項
に
お
い
て
、
消
費
者
は
、
当
該
供
給
契
約
に
係
る
第
三
者
と
消
費
者
間
の
契
約
の
効
力
を
否
認
す
る
場
合
に
は
、
消
費
者

は
、
供
給
契
約
の
無
効
原
因
、
取
消
原
因
も
し
く
は
解
除
原
因
と
な
る
事
由
が
あ
る
こ
と
、
又
は
、
供
給
契
約
が
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

に
よ
っ
て
申
込
み
の
撤
回
又
は
解
除
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
3
）
第
1
項
に
お
い
て
、
第
三
者
が
、
消
費
者
の
代
金
債
務
の
消
滅
を
目
的
と
し
て
消
費
者
か
ら
予
め
給
付
を
受
け
て
い
た
場
合
、

又
は
、
第
三
者
が
消
費
者
の
代
金
債
務
の
消
滅
を
目
的
と
し
て
出
捐
し
た
後
に
消
費
者
か
ら
一
部
な
い
し
全
部
の
給
付
を
受
け
た
場
合

に
は
、
第
三
者
は
消
費
者
か
ら
当
該
代
金
債
務
の
消
滅
の
た
め
に
給
付
さ
れ
た
額
の
限
度
で
消
費
者
に
金
員
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
4
）
第
1
項
に
反
す
る
特
約
で
あ
っ
て
、
消
費
者
に
と
っ
て
不
利
な
も
の
は
、
無
効
と
す
る
。

第
3
条

（
1
）
第
2
条
第
1
項
に
お
い
て
、
消
費
者
が
、
当
該
供
給
契
約
に
係
る
第
三
者
と
消
費
者
間
の
契
約
の
効
力
を
否
認
し
た
場
合
に
は
、

第
三
者
が
消
費
者
の
代
金
債
務
の
消
滅
を
目
的
と
し
て
出
捐
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
消
費
者
の
代
金
債
務
は
消
滅
し
な
か
っ
た
も
の

と
み
な
す
。

（
2
）
前
項
に
お
い
て
、
第
三
者
は
、
消
費
者
が
供
給
者
に
負
担
す
る
代
金
債
務
を
消
滅
さ
せ
る
た
め
に
す
で
に
出
捐
し
た
限
度
に
お
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い
て
、
給
付
し
た
相
手
方
に
対
し
て
そ
の
払
い
戻
し
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
3
）
第
1
項
に
反
す
る
特
約
で
あ
っ
て
、
消
費
者
に
と
っ
て
不
利
な
も
の
は
無
効
と
す
る
。

　

第
1
条
は
、
現
在
は
割
賦
販
売
法
に
存
在
す
る
抗
弁
接
続
に
よ
る
履
行
拒
絶
の
規
定
を
一
般
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
っ

と
も
、
こ
の
点
は
、
第
三
者
に
よ
る
供
給
契
約
の
代
金
債
務
の
消
滅
と
い
う
一
般
的
要
件
を
採
り
、
分
割
払
い
や
後
払
い
を
要
件
と
は

し
な
い
趣
旨
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
マ
ン
ス
リ
ー
ク
リ
ア
方
式
や
電
子
マ
ネ
ー
の
よ
う
な
チ
ャ
ー
ジ
に
よ
る
前
払
方
式
も
含
む
。
チ

ャ
ー
ジ
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
の
よ
う
に
前
払
か
後
払
い
か
区
別
し
が
た
い
場
合
が
出
現
し
て
い
る
こ
と
も
理
由
と
さ
れ
る
。
支
払
手
段

の
選
択
の
流
動
性
（
マ
ン
ス
リ
ー
ク
リ
ア
方
式
の
事
後
的
リ
ボ
払
い
へ
の
変
更
）
も
指
摘
さ
れ
る
。

　

第
2
条
第
1
項
は
、
供
給
契
約
に
関
す
る
無
効
原
因
、
取
消
し
原
因
、
債
務
不
履
行
解
除
原
因
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
権
が
存
在
す
る

場
合
に
、
与
信
契
約
を
「
否
認
」
で
き
る
と
す
る
。
但
し
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
権
の
み
は
、
権
利
行
使
さ
れ
た
場
合
に
限
定
す
る
。
第

2
項
は
、
否
認
す
る
場
合
に
、
無
効
、
取
消
、
解
除
に
関
し
て
は
解
消
事
由
の
存
在
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
に
関
し
て
は
そ
の
権
利
行
使

の
事
実
を
明
示
す
る
必
要
を
挙
げ
る
。
第
3
項
は
、
第
1
項
を
受
け
て
、
与
信
業
者
が
消
費
者
か
ら
受
け
た
給
付
（
既
払
金
）
の
消
費

者
に
対
す
る
返
還
義
務
を
規
定
す
る
。

　

第
3
条
第
1
項
は
、
消
費
者
が
第
2
条
に
よ
り
、
与
信
契
約
の
効
力
を
否
認
し
た
場
合
に
は
、
消
費
者
の
代
金
債
務
は
、
与
信
業
者

の
出
捐
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
消
滅
し
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
す
規
定
を
置
く
。
こ
れ
に
応
じ
て
、
第
2
項
で
、
与
信
業
者
か
ら
販
売
業

者
へ
の
既
払
金
の
払
い
戻
し
請
求
を
定
め
る
。

　

第
2
条
第
1
項
が
、
供
給
契
約
に
関
す
る
無
効
原
因
、
取
消
し
原
因
、
債
務
不
履
行
解
除
原
因
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
権
が
存
在
す
る

（
15
）

（
16
）



第三者与信型割賦販売契約ならびに与信契約の解消と清算のあり方についての覚え書き 

（阪大法学）64（5-31）　1029〔2015. 1 〕

場
合
に
、
与
信
契
約
を
「
否
認
」
で
き
る
と
す
る
点
に
つ
い
て
、
ま
ず
検
討
す
る
。

　

こ
の
提
案
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
八
年
割
賦
販
売
法
の
改
正
内
容
と
比
較
す
る
と
、
後
者
が
個
々
の
解
消
原
因
ご
と
に
、
与
信
契
約
に

も
同
様
の
解
消
原
因
を
与
え
よ
う
と
す
る
も
の
だ
っ
た
の
に
対
し
、
提
案
は
、
解
除
に
お
い
て
「
債
務
不
履
行
」
解
除
原
因
に
拡
張
し

つ
つ
限
定
し
て
い
る
こ
と
も
含
め
て
、
よ
り
一
般
化
す
る
志
向
を
示
し
て
お
り
、
そ
の
限
り
で
は
賛
成
で
き
る
。
割
販
法
改
正
時
に
お

い
て
も
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
や
取
消
し
に
つ
い
て
は
、
適
用
範
囲
拡
大
の
余
地
を
示
唆
す
る
見
解
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
割
販
法
に
お
い

て
は
、
販
売
契
約
が
訪
問
販
売
等
に
該
当
し
た
り
（
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
場
合
）、
過
量
販
売
で
あ
っ
た
り
（
解
除
の
場
合
）、
売
買
契

約
も
し
く
は
与
信
契
約
に
つ
い
て
の
販
売
業
者
の
勧
誘
に
際
し
て
の
不
実
告
知
等
（
取
消
権
の
場
合
）
に
着
目
し
て
お
り
、
販
売
契
約

と
与
信
契
約
の
経
済
的
・
機
能
的
関
連
性
を
直
接
の
基
礎
と
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
提
案
は
、
三
つ
の
解
消

事
由
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
供
給
契
約
の
解
消
事
由
の
「
存
在
」
に
も
と
づ
き
、
与
信
契
約
の
効
力
を
否
定
で
き
る
こ
と
と
し
て
い
る

点
に
特
色
が
あ
る
。
こ
の
基
礎
に
は
、
両
契
約
の
機
能
的
一
体
性
を
法
的
効
果
に
反
映
さ
せ
る
志
向
が
あ
る
。
ま
た
、
販
売
契
約
と
与

信
契
約
の
連
携
の
点
に
つ
い
て
も
、「
供
給
者
と
は
異
な
る
事
業
者
の
行
為
に
よ
っ
て
、
消
費
者
が
供
給
者
に
対
し
て
負
担
す
る
代
金

債
務
が
消
滅
す
る
場
合
」
と
要
件
づ
け
、
契
約
の
法
形
式
を
問
わ
な
い
形
で
一
般
化
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
取
消
し
、
解
除
の
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
成
権
の
行
使
な
く
し
て
、
否
認
で
き
る
こ
と
に
な
る
が
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ

フ
権
と
の
差
を
ど
の
よ
う
に
正
当
化
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

梶
村
・
深
澤
・
石
田
編
『
全
訂
版
割
賦
販
売
法
』（
二
〇
〇
四
年
）
一
二
〇
頁
［
千
葉
］
は
、
供
給
業
者
の
行
方
不
明
の
場
合
な
ど

に
顧
客
が
抗
弁
を
主
張
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
が
あ
る
こ
と
、
抗
弁
対
抗
の
効
果
は
支
払
拒
絶
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
理
由
に
、
顧
客

は
抗
弁
対
抗
前
に
供
給
業
者
に
対
し
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
法
的
効
果
を
主
張
し
た
ま
で
特
定
す
る
必
要
は
な
い
と
解
す
べ
き
と
す

る
（
も
っ
と
も
同
じ
共
編
者
に
よ
る
『
新
割
賦
販
売
法
』（
二
〇
一
二
年
）
五
〇
〇
頁
［
石
田
］
に
よ
れ
ば
、
抗
弁
事
由
と
し
て
、
取

（
17
）

（
18
）

（
19
）
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消
し
、
解
除
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
が
行
使
さ
れ
た
場
合
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
）。

　

こ
れ
は
、
抗
弁
接
続
の
文
脈
で
の
説
示
で
あ
る
が
、
今
論
じ
て
い
る
、
よ
り
重
大
な
効
果
を
生
じ
さ
せ
る
と
こ
ろ
の
、
与
信
契
約
否

認
の
文
脈
で
は
同
様
に
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
ド
イ
ツ
法
も
、
抗
弁
接
続
以
下
の
要
件
は
、
形
成
権
で
あ
れ

ば
販
売
者
に
対
す
る
権
利
行
使
（
取
消
権
行
使
や
相
殺
権
行
使
な
ど
）
が
通
説
で
あ
る
。

　

報
告
書
一
三
七
頁
で
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
期
間
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
由
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
が
、
取
消
原
因
も
し
く
は
解
除
原
因
と
な
る
事
由
の
存
在
が
す
な
わ
ち
抗
弁
事
由
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
従
来
の
基
本
的
理
解

と
そ
ご
が
生
ず
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
形
成
権
成
立
を
基
礎
づ
け
る
事
実
の
与
信
業
者
へ
の
明
示
の
み
で
、
与
信
契
約

の
効
力
を
失
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
前
提
と
な
る
供
給
契
約
自
体
は
、
こ
の
段
階
で
は
有
効
に
存
続
し
て
い
る

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、「
否
認
」
の
段
階
で
、
両
契
約
と
も
に
効
力
を
失
う
と
い

う
構
成
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
え
て
、
供
給
契
約
の
帰
趨
は
別
途
消
費
者
の
行
動
に
委
ね
る
と
い
う
趣
旨
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
、
既
に
言
及
し
た
ド
イ
ツ
連
邦
通
常
裁
判
所
の
諸
判
例
が
参
考
と
な
る
。
そ
こ
で
得
ら
れ
た
示
唆
は
、
消
費
者
の
行
動
が
未
決

定
的
な
も
の
の
場
合
の
処
理
が
問
題
と
な
っ
た
り
、
機
会
主
義
的
行
動
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
点
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
、
債
権
法
改

正
に
よ
り
、
追
完
請
求
権
、
代
金
減
額
請
求
権
な
ど
が
導
入
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
折
、
日
本
法
も
同
様
の
問
題
に
直
面
し
よ
う
と
し

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

第
3
条
第
1
項
で
は
、
与
信
契
約
を
否
認
し
た
場
合
に
、
代
金
債
務
は
消
滅
し
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
し
、
第
2
項
で
、
与
信
者
の

供
給
業
者
に
対
す
る
代
金
債
務
消
滅
の
た
め
に
出
捐
し
た
も
の
の
返
還
義
務
を
明
記
す
る
。

　

清
算
関
係
を
説
明
す
る
報
告
書
一
三
七
─
一
三
八
頁
で
は
、
第
2
条
第
1
項
の
否
認
に
よ
っ
て
は
、
供
給
者
と
与
信
者
間
で
は
（
ク

リ
ア
リ
ン
グ
に
お
け
る
他
の
取
引
に
影
響
を
与
え
な
い
た
め
に
、
支
払
指
図
に
は
影
響
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
と
し
て
）
代
金
債
務
は

（
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消
滅
し
た
ま
ま
で
あ
る
と
し
、
し
か
し
、
第
3
条
第
1
項
に
お
い
て
、
チ
ャ
ー
ジ
バ
ッ
ク
ル
ー
ル
が
機
能
し
な
い
場
合
を
想
定
し
て
、

一
定
の
範
囲
で
原
因
関
係
と
の
間
の
有
因
性
を
認
め
る
必
要
か
ら
、
与
信
者
と
消
費
者
の
関
係
の
み
な
ら
ず
、
与
信
者
と
供
給
者
と
の

関
係
で
も
、
代
金
債
務
が
消
滅
し
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
し
、
出
捐
の
法
律
上
の
原
因
が
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
と
説
明
す
る
。

　

こ
の
く
だ
り
の
理
解
も
困
難
で
あ
る
。

　

背
景
は
こ
う
説
明
さ
れ
る
。
従
来
は
、
カ
ー
ド
会
社
、
会
員
、
加
盟
店
の
三
者
が
そ
れ
ぞ
れ
契
約
関
係
で
つ
な
が
れ
る
形
態
を
想
定

し
て
お
り
、
オ
ン
ア
ス
方
式
と
呼
ば
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
カ
ー
ド
会
社
が
、
い
わ
ゆ
る
イ
シ
ュ
ア
と
ア
ク
ワ
イ
ア
ラ
に
機
能
分
化
し
、

イ
シ
ュ
ア
が
会
員
契
約
を
介
し
カ
ー
ド
会
員
に
対
峙
し
、
ア
ク
ワ
イ
ア
ラ
が
加
盟
店
契
約
を
介
し
加
盟
店
と
対
峙
し
、
イ
シ
ュ
ア
と
ア

ク
ワ
イ
ア
ラ
が
決
済
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
清
算
す
る
契
約
を
結
ぶ
四
者
間
契
約
が
国
際
的
に
普
及
し
て
き
た
。
ノ
ン
オ
ン
ア
ス
方
式

と
呼
ば
れ
る
。
後
者
で
は
、
イ
シ
ュ
ア
と
、（
ア
ク
ワ
イ
ア
ラ
の
）
加
盟
店
の
間
に
は
契
約
関
係
は
存
在
せ
ず
、
消
費
者
の
代
金
債
務

の
消
滅
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
債
務
の
発
生
が
、
オ
ン
ア
ス
方
式
と
は
異
な
り
、
一
体
的
に
発
生
し
な
い
と
指
摘
す
る
。

　

抗
弁
接
続
を
扱
う
第
1
条
で
、
供
給
契
約
、
従
っ
て
代
金
債
務
の
有
効
な
存
在
を
前
提
と
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
解
消
原
因
に
よ
っ

て
分
裂
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、
無
効
や
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
行
使
の
場
合
に
は
、
代
金
債
務
は
消
滅
し
て
い
る
。
他
方
、

取
消
原
因
、
解
除
原
因
の
場
合
に
は
、
形
成
権
行
使
の
有
無
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
だ
と
す
る
と
、
清
算
関
係
に
お

い
て
も
、
一
律
の
規
律
が
導
出
で
き
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
ず
る
。
た
と
え
、
消
費
者
法
的
規
律
が
必
要
だ
と
し
て
も
、
基
本
的
な

民
法
法
理
と
の
乖
離
が
大
き
い
場
合
に
は
、
そ
の
強
行
法
規
性
（
一
条
三
項
、
二
条
四
項
、
三
条
三
項
）
の
妥
当
性
が
問
題
と
な
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
与
信
者
が
供
給
者
に
出
捐
の
返
還
請
求
を
な
す
こ
と
、
消
費
者
が
与
信
者
に
既
払
金
返
還
請
求
を
な
す
こ
と
は
、

日
本
法
や
ド
イ
ツ
法
の
清
算
方
法
と
ほ
ぼ
対
応
す
る
が
、
そ
れ
ら
が
導
き
出
さ
れ
る
構
成
が
本
報
告
の
場
合
に
は
不
明
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
従
来
型
（
オ
ン
ア
ス
方
式
）
と
異
な
り
、
ノ
ン
オ
ン
ア
ス
方
式
の
場
合
に
代
金
債
務
の
消
滅
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
債
務
の
発
生
に

（
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同
時
性
が
な
い
こ
と
か
ら
、
す
べ
て
の
形
態
の
場
合
に
、
こ
の
よ
う
な
扱
い
を
す
る
正
当
性
は
導
け
な
い
の
で
は
な
い
か
。「
機
能
的

に
共
通
し
た
取
引
に
つ
い
て
で
き
る
だ
け
同
様
の
規
律
が
及
ぶ
よ
う
に
制
度
設
計
す
る
」（
一
三
五
頁
）
と
い
う
指
針
と
既
存
の
制
度

と
の
す
り
あ
わ
せ
が
な
お
必
要
と
思
わ
れ
る
。
あ
る
学
説
は
、
ド
イ
ツ
の
学
説
の
状
況
に
つ
い
て
、
契
約
結
合
を
重
視
す
る
説
は
、
解

消
事
由
の
遡
及
効
の
有
無
で
区
別
し
て
考
え
る
通
説
（
無
効
取
消
は
出
捐
関
係
で
、
そ
れ
以
外
は
給
付
関
係
で
清
算
す
る
志
向
）
と
異

な
り
、
む
し
ろ
区
別
し
な
い
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
が
、
本
提
案
も
同
様
の
志
向
と
見
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
日
本
や
ド
イ
ツ

の
立
法
例
は
、
そ
れ
ぞ
れ
限
定
さ
れ
た
要
件
の
下
で
の
立
法
例
で
あ
る
。

　

わ
か
り
に
く
さ
の
原
因
は
、
カ
ー
ド
発
行
業
務
（
イ
シ
ュ
ア
）
と
加
盟
店
管
理
業
務
（
ア
ク
ワ
イ
ア
ラ
）
の
分
化
を
前
提
と
し
て
決

済
シ
ス
テ
ム
が
用
い
ら
れ
る
場
合
（
ノ
ン
オ
ン
ア
ス
方
式
）
を
、
従
来
の
代
金
債
務
の
消
滅
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
債
務
の
発
生
が
一
体
的
に

生
じ
る
場
合
（
オ
ン
ア
ス
方
式
）
と
区
別
し
、
前
者
で
は
、
オ
ー
ソ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
ク
リ
ア
リ
ン
グ
、
セ
ト
ル
メ
ン
ト
の
三
段
階
を

経
る
も
の
と
分
析
し
、
そ
こ
で
は
、
代
金
債
務
の
消
滅
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
債
権
の
発
生
が
従
来
と
異
な
り
、
一
体
的
に
生
じ
な
い
と
す
る

点
に
あ
る
。
こ
れ
に
続
い
て
、「
し
か
し
、non-on-us

方
式
に
お
い
て
も
、
供
給
契
約
と
決
済
シ
ス
テ
ム
が
全
体
の
シ
ス
テ
ム
の
構
成

部
分
と
し
て
一
定
の
機
能
を
果
た
す
よ
う
に
結
び
つ
い
て
お
り
、
相
互
に
補
完
し
あ
っ
て
い
る
関
係
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
供
給
者
に
は

供
給
契
約
上
の
債
務
の
履
行
や
契
約
関
係
の
巻
き
戻
し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
が
働
き
に
く
い
取
引
構
造

と
な
っ
て
お
り
」
と
あ
る
。
傍
線
部
の
関
係
が
取
り
に
く
い
。
こ
れ
は
、
オ
ン
ア
ス
方
式
で
あ
れ
ば
、
三
者
の
一
体
性
が
あ
り
、
供
給

業
者
は
自
己
の
履
行
や
清
算
の
状
況
が
、
与
信
業
者
と
の
関
係
に
影
響
す
る
の
と
異
な
り
、
ノ
ン
オ
ン
ア
ス
方
式
で
は
、
一
体
性
は
な

い
か
ら
、
供
給
業
者
へ
の
直
接
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
付
与
に
つ
な
が
ら
な
い
が
、
機
能
的
補
完
関
係
、
広
義
で
の
一
体
性
は
あ
る
と
い

う
趣
旨
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
形
態
は
異
な
る
が
、
機
能
的
に
は
同
等
と
考
え
て
よ
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
指
摘
自
体
は
、
複
雑
化
し
た
カ
ー
ド
取
引
の
実
態
を
踏
ま
え
た
分
析
と
し
て
首
肯
さ
れ
る
が
、
こ
の
二
つ
の
場
合
は
本
質
的
に

（
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異
な
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
チ
ャ
ー
ジ
バ
ッ
ク
ル
ー
ル
と
は
、
一
定
の
原
因
に
も
と
づ
く
イ
シ
ュ
ア
・
ア
ク
ワ
イ
ア

ラ
間
で
の
任
意
撤
回
清
算
合
意
と
理
解
で
き
る
と
す
れ
ば
、
提
案
は
、
そ
の
考
え
方
を
強
行
法
規
ル
ー
ル
と
し
て
消
費
者
法
の
世
界
に

投
影
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
だ
ろ
う
か
。
一
定
の
範
囲
で
原
因
関
係
と
の
間
の
有
因
性
を
認
め
る
必
要
を
、
チ
ャ
ー
ジ
バ
ッ
ク
ル
ー
ル

の
一
般
化
、
強
行
法
規
化
で
実
現
す
る
と
し
て
も
、
や
は
り
、
清
算
方
法
の
問
題
は
残
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

ク
リ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
決
済
へ
の
影
響
を
避
け
る
た
め
に
、
事
業
者
間
で
は
代
金
債
務
は
消
滅
し
た
ま
ま
と
い
い
つ
つ
、
一
定
の
範

囲
で
原
因
関
係
と
の
間
の
有
因
性
を
認
め
る
必
要
か
ら
、
代
金
債
務
不
消
滅
の
み
な
し
規
定
を
置
く
と
い
う
工
夫
は
、
す
ん
な
り
と
は

頭
に
入
っ
て
こ
な
い
。
任
意
の
チ
ャ
ー
ジ
バ
ッ
ク
ル
ー
ル
を
国
内
法
に
つ
い
て
強
行
法
的
に
一
般
化
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
基
礎
の
説

明
が
や
は
り
必
要
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
、
結
局
、
解
消
原
因
に
即
し
た
、
供
給
契
約
、
与
信
契
約
の
帰
趨
を
語
る
こ
と
に

帰
着
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
チ
ャ
ー
ジ
バ
ッ
ク
ル
ー
ル
の
一
般
化
と
い
う
視
点
ゆ
え
に
、
与
信
契
約
の
清
算
の
み
が
着
目
さ
れ
、

販
売
契
約
の
清
算
が
表
裏
一
体
で
あ
る
こ
と
が
抜
け
落
ち
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
あ
え
て
、
販
売
契
約
の
清
算
を

切
り
分
け
る
と
い
う
意
図
の
下
で
の
提
案
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
三
四
頁
に
は
、「
ク
リ
ア
リ
ン
グ
・
セ
ト
ル
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
、
正

常
な
取
引
に
よ
っ
て
発
生
し
た
他
の
代
金
債
務
に
つ
い
て
も
消
滅
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、
決
済
自
体
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き

ず
、
決
済
の
完
了
性
（Finality

）
に
影
響
を
与
え
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
決
済
［
ク
リ
ア
リ
ン
グ
の
意
味
か
？
］
の
効
力
を
維
持
し

た
上
で
、
問
題
と
な
る
供
給
契
約
だ
け
を
巻
き
戻
す
」
と
あ
る
が
、
供
給
契
約
に
対
応
す
る
決
済
の
部
分
だ
け
の
意
味
だ
ろ
う
か
。
一

三
七
頁
に
も
、「
第
2
条
1
項
に
よ
る
消
費
者
・
第
三
者
の
契
約
の
効
力
の
喪
失
に
よ
っ
て
消
費
者
の
第
三
者
へ
の
支
払
指
図
自
体
が

取
り
消
さ
れ
る
と
解
す
る
べ
き
で
は
な
い
。
当
該
契
約
に
関
す
る
支
払
指
図
が
取
り
消
さ
れ
る
と
、
支
払
指
図
の
集
計
を
や
り
直
す
必

要
が
生
じ
、
決
済
を
取
り
消
す
と
、
こ
の
結
果
、
正
常
な
取
引
に
よ
っ
て
発
生
し
た
代
金
債
務
の
消
滅
に
も
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な

る
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
理
論
的
説
明
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
政
策
的
帰
結
を
語
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
支
払
指
図
が
失

（
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効
す
る
か
否
か
は
原
因
に
依
存
し
た
解
釈
で
あ
ろ
う
し
、
失
効
を
前
提
と
し
た
場
合
で
も
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
必
然
性
は
必
ず
し
も

な
い
の
で
は
な
い
か
。
実
務
的
運
用
と
し
て
も
、
別
の
新
規
オ
ー
ソ
リ
に
よ
る
処
理
に
委
ね
ら
れ
る
だ
け
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

決
済
代
行
者
問
題
、
国
際
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る
決
済
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
提
案
の
基
礎
に
あ
る
問
題
意
識
と
見
え
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
国

内
紛
争
を
越
え
る
問
題
で
あ
り
、
解
決
の
平
準
化
を
図
る
意
図
は
わ
か
る
が
、
な
お
越
え
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

だ
と
す
れ
ば
、
あ
え
て
、
従
来
の
個
別
信
用
購
入
あ
っ
せ
ん
、
包
括
購
入
あ
っ
せ
ん
を
超
え
て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
一
般
の

ル
ー
ル
を
一
気
に
目
指
す
よ
り
は
、
地
道
に
、
国
内
ル
ー
ル
の
進
展
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
な
い
と
、
異

な
る
問
題
、
と
り
わ
け
悪
質
業
者
、
そ
れ
に
関
連
す
る
決
済
代
行
業
者
の
排
除
と
い
う
実
践
的
、
消
費
者
法
的
課
題
解
決
の
た
め
に
、

そ
う
い
う
要
素
を
含
ま
な
い
正
常
な
カ
ー
ド
取
引
の
基
本
法
理
が
ゆ
が
め
ら
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
と
考
え
る
。

＊　

本
稿
は
、
全
国
銀
行
学
術
研
究
振
興
財
団
二
〇
一
一
年
度
助
成
金
（
研
究
テ
ー
マ
、
消
費
者
複
合
契
約
の
清
算
と
不
当
利
得
）
の

成
果
の
一
部
で
あ
る
。

清
算
問
題
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
第
三
者
与
信
型
割
賦
販
売
契
約
の
解
消
と
清
算
方
法
─
─
割
販
法
改
正
に
よ
る
清
算
規
定
の
位

置
づ
け
─
─
」
阪
大
法
学
六
一
巻
三
・
四
号
（
二
〇
一
一
年
）
一
一
七
頁
以
下
で
若
干
検
討
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

前
掲
注
（
1
）
文
献
一
二
九
頁
以
下
。

通
常
は
結
合
契
約
と
訳
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
ド
イ
ツ
語
に
お
い
て
、
二
契
約
の
結
合
と
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
、

あ
え
て
こ
う
訳
出
し
て
み
た
。
単
に
結
合
契
約
と
訳
し
た
場
合
に
は
、
別
個
独
立
し
た
契
約
相
互
の
結
合
の
趣
旨
が
出
に
く
い
た
め
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
法
上
は
、
あ
く
ま
で
独
立
し
た
二
契
約
の
存
在
が
議
論
の
前
提
で
あ
り
、
こ
の
点
は
、
学
説
の
大
勢
も
同
様
で
あ
る
。

内
容
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、Brönneke/T

onner (H
rsg.), D

as neue Schuldrecht, V
erbraucherrechtsreform

 2014 (2014).

（
27
）

（
28
）

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）
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新
三
六
〇
条
が
規
定
す
る
関
連
契
約
は
、
結
合
契
約
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
場
合
の
一
部
に
結
合
契
約
の
規
定
の
一
部
を
準
用
す
る
対
象

を
指
す
。
既
に
旧
三
五
九
ａ
条
一
項
、
二
項
が
規
定
し
て
い
た
。

消
費
者
委
員
会｢｢

消
費
者
契
約
法
に
関
す
る
調
査
作
業
チ
ー
ム｣

論
点
整
理
の
報
告｣

（
平
成
二
五
年
八
月
）（http://w

w
w

.cao.
go.jp/consum

er/iinkaikouhyou/2013/houkoku/201308_houkoku.htm
l

） 

一
二
九
─
一
四
三
頁
［
千
葉
恵
美
子
執
筆
部
分
］。
河
上
正

二
編
著
『
消
費
者
契
約
法
改
正
へ
の
論
点
整
理
』（
平
二
五
年
一
〇
月
）
も
ペ
ー
ジ
数
は
同
じ
。

BGH
 (II) 2003.7.21 (BGH

Z 156, 46) .

同
じ
部
に
よ
る
確
認
と
し
て
、BGH

Z 159, 280; 159, 294.
BGH

 (X
I)  N

JW
 2000, 3558.

BGH
 (X

I) 2007.12.4 (BGH
Z 174, 334) ; BGH

 (X
I) 2009.11.10 (BGH

Z 183, 112).
Bülow

/A
rtz, V

erbraucherkreditrecht K
om

m
entar, 7.A

uflage (2011)  

§495 Rdn. 322-326; 8.A
uflage (2014)  

§495 Rdn. 
415-416.

Bülow
/A

rtz, 7.A
uflage (2011)  

§495 Rdn. 326.

も
っ
と
も
、Bülow

/A
rtz, 8.A

uflage (2014) 

§495 Rdn. 408, 416

に
よ
る
と
、

連
邦
裁
判
所
第
二
部
の
判
例
は
、
消
費
者
信
用
指
令
に
含
ま
れ
る
補
充
性
原
則
と
調
和
せ
ず
、
原
則
に
戻
っ
て
、
す
な
わ
ち
、
第
十
一
部
の
判

断
に
従
い
、
消
費
者
の
販
売
業
者
へ
の
権
利
行
使
を
抗
弁
接
続
の
最
低
要
件
と
理
解
す
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

Bülow
/A

rtz, 7.A
uflage (2011)  

§495 Rdn. 328.
Bülow

/A
rtz, 7.A

uflage (2011)  

§495 Rdn. 331; 8.A
uflage (2014)  

§495 Rdn. 419.

消
費
者
委
員
会
の
サ
イ
ト
（http://w

w
w

.cao.go.jp/consum
er/iinkaikouhyou/2013/houkoku/201308_houkoku.htm

l

）
に
公

表
さ
れ
て
い
る
。

報
告
書
一
三
一
頁
。

報
告
書
一
三
九
頁
。

前
掲
（
注
（
1
））
阪
大
法
学
一
三
七
頁
注
（
51
）
に
引
用
す
る
丸
山
発
言
。

な
お
、
中
間
試
案
第
11
の
2
複
数
契
約
の
解
除
は
、
同
一
当
事
者
間
に
複
数
契
約
が
存
在
す
る
場
合
の
解
消
の
連
動
を
提
案
し
て
い
た
。

報
告
書
一
三
七
頁
に
、｢

供
給
者
に
対
す
る
取
消
権
・
解
除
権
の
発
生
を
要
件
と
す
る
の
で
は
な
く
、
供
給
契
約
に
取
消
原
因
・
解
除
原

因
と
な
る
事
由
が
あ
る
こ
と｣

と
あ
る
が
、
こ
の
文
の
前
半
と
後
半
は
同
じ
意
味
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
前
半
の｢

発
生｣

は｢

行

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）

（
16
）

（
17
）

（
18
）

（
19
）
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使｣

の
趣
旨
で
あ
ろ
う
か
。

例
え
ば
、Bülow

/A
rtz, aaO

, 8.A
uflage (2014)  

§495 Rdn. 413.

報
告
書
一
三
八
頁
。
振
込
に
お
け
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
バ
ッ
ク
・
ギ
ャ
ラ
ン
テ
ィ
・
ル
ー
ル
に
類
似
す
る
。

報
告
書
一
三
一
頁
以
下
。

報
告
書
一
三
二
頁
。

増
成
牧｢

ド
イ
ツ
消
費
者
信
用
法
に
お
け
る
結
合
取
引
の
清
算｣

石
田
喜
久
夫
古
稀
『
民
法
学
の
課
題
と
展
望
』（
二
〇
〇
〇
年
）
八
三

七
頁
。報

告
書
一
三
二
～
一
三
三
頁
。
同
趣
旨
の
表
現
は
、
同
書
一
三
五
頁
、
一
三
六
頁
に
も
あ
る
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
報
告
書
一
四
一
頁
は
、
民
法
改
正
の
審
議
に
お
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る｢

三
面
更
改｣

の
抗
弁
切
断
効
に
懸
念
が
出

さ
れ
て
い
る
。
三
面
更
改
の
提
案
は
、
中
間
試
案
ま
で
は
存
在
し
た
が
、
要
綱
案
の
た
た
き
台
（
部
会
資
料
69
Ａ
）
以
降
は
消
え
て
い
る
。

山
本
正
行
編
著
『
カ
ー
ド
決
済
業
務
の
す
べ
て
』（
二
〇
一
二
年
）
一
二
三
頁
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
取
引
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
9
月
よ
り
、
経
済
産
業
省
下
の
割
賦
販
売
小
委
員
会
に
お
い
て
、
改
正
に
向
け
た
検
討
が
行

わ
れ
て
い
る
。
加
盟
店
契
約
会
社
と
決
済
代
行
業
者
そ
れ
ぞ
れ
に
加
盟
店
の
審
査
を
義
務
づ
け
る
方
針
が
出
さ
れ
て
い
る
（
平
成
26
年
12
月
26

日
朝
日
朝
刊
）。

（
20
）

（
21
）

（
22
）

（
23
）

（
24
）

（
25
）

（
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）
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）

（
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）




